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こんにちは 、人権担当の川邊広美です 。新型ウ ィルスの中ですが 、あ らゆ る ものに優
しさを持ちたいと思います 。あるエピソードです 。

若い夫婦が二人でディズニーラン ドにあ る レス ト ラ ンに入 り ま し
た 。 ス タ ッ フ はその夫婦を二人がけのテーブルに案内し 、 メニュ
ー を渡 し ま し た 。 す る と夫婦が メニ ュー を見ずに 「 お子様 ラ ン
チを２つ下さい 。 とオーダーしたのです 。ス タ ッ フは驚きま した 。
なぜなら 、デ ィズニーラン ドの規則で 、お子様ランチを提供でき
る のは ９歳未満と決 ま っ て い るか ら です 。 ス タ ッ フ は 、 「 お客様 、
誠に申 し訳ござい ませんが 、 お子様ラ ンチは ９歳未満のお子様

までと決まってお りますので 、ご注文はいただけないのですが ． ． ． 」
と丁重に断ると 、その夫婦はとても悲しそうな顔をしたので 、ス タ ッ フは事情を聞いて
みました 。 「実は… 」 と奥さんの方が話し始めま した 。
「私たち夫婦は子供がなかなか産まれなかったのです 。求め続けてやっと待望の
娘が生まれま したが 、体が弱 く一歳の誕生日を待たずに亡 くな って し ま い ま した 。
私たち夫婦は泣いてこの一年を過ごしま した 。 でも 、 いつまでも泣いて暮らしてはいけ
ない と話 し合 っ て 、娘の一周忌の記念に娘と来たかったデ ィズニーラ ン ド に来たの
です 。 そ し た ら ゲー トの と こ ろ で渡されたマ ッ プに 、 こ こ に お子様ラ ンチがあ る と書い
てあったので 、娘との思い出に 、お子様ランチを食べよ う と思いま した 」そ う言って夫
婦は目をふせました 。
ス タ ッ フは話を聞き終えた後 、 「かし こま りま した 」 と答え 、その夫婦を二人掛けの
テーブルから 、四人掛けの広いテーブルに案内しま した 。 さ らに 、 「お子様はこちら
に 」 と 、夫婦の間に子供用のイスを用意しま した 。 やがてそのテーブルには 、お子様
ランチが３つ運ばれてきま した 。そ し てそのスタ ッ フは笑顔でこ う言いました 。
「 ご家族で 、 ごゆ っ く り お過ご し下さい 」 この夫婦から後日届いた感謝状にはこ う書
かれていま し た 。 「 お子様ラ ンチを食べなが ら 、涙が止ま り ません で し た 。 ま る で娘が
生きてい る よ うに 、家族の団らんを味わい ま した 。 こ んな体験をさせて頂 く とは夢にも
思っ て い ませんで し た 。 も う 、涙 を拭い て 、生き てい き ます 。 ま た来年も再来年も 、娘
を連れてデ ィズニーラ ン ド に行き ます 。 そ し て き っ と 、 こ の子の妹か弟かを連れて行
きます 。 」
さ て 、 あなたはど う感じま したか ?、 こ の店員の行動は優しさで満ちていますね 。 しか し 、
規則には違反しています 。 と ころが 、 この行動について上司からお咎めを受けるこ とは
あ り ませんで した 。なぜな ら 、 こ の店員はデ ィズニーラン ドが最も重要視しているルール
に従って行動したからです 。 こ の行動こそ 『 お客さんに夢と感動を与える こ と 』だ ったか
らです 。 マニュアル通 りに接客するのではな く 、 『何 をすればお客様に感動を与えられる
か 』 を考えて行動する こ とができ るス タ ッ フが多いから こそデ ィズニーラ ン ドはいつまで
もた く さ んの人から愛されるのでし ょ うね 。 この夢と希望のために 、あえて園内では３つ
「ない 」 ものがあ ります 。 ご存じの人も多いで し ょ う 。 「場内アナウ ンス 」 「 ト イ レの鏡 」 「案
内板」です 。あって当た り前から 、ないこ とで感じ る優しさを持ちまし よ う 。

私は最近 、列車に乗った ときに思わず「ど
う ぞおかけ く だ さ い 」 と声 をかけ て も ら い ま
し た 。 え っ と 一瞬驚 き ま し た が 、 「 あ り が と
う 」 と席に座った こ とがあ り ま す 。 ち ょ こ っ と
心が暖か く な り ま し た 。 詩人 の吉野弘さん

の 「夕焼け」を読んでみて ください 。優 しい心があるから こそ 、声がかけられなかった リ し ま
す 。 「席ゆず り ます 」 の カー ドにはあふれ ています ・ ・ や さ し さが 。 あ りが と う !感謝 し ます 。




